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言 顧客 同士の交 流が店との糖び付きを強め、 売り上 １；

ｉｉ げ につ な がる 一 一。 あ り が ち な ス トー り 一 だが、 店 ｉｉ

ｉｉ が 仕 掛 ける の は 窓 易で はな い。 東 県・鍛 座 に、 「居 ｉｉ

…Ｄ 醐 の いい店」 を実現 しようと する、 洋服のオーダ ｉｌ

…１ 一 メ ー ド店が あ る。 店 が 主催す る 講座 と パ ーティ ー ｉ
ｉ

垂 が 居ξ〔と なっ て、 面客 と 店、 顧 客 同士 の ２ っの 方 向 ｉｉ

ｌ… の コミ ュ ニ ケｒシ ョ ンが 活発 化 し 始めた。 …ｉ
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鑑挙脆馨 鵬 麟
カ ク テ ルグ ラ スを 片手 に、 エ レ

ガン トな女性たちがお互いの衣装

を姐 上 （そ じょ う） に載せ て いる。

「この ジャ ケ ッ トの生 地 い いわ

ね。 私 も目を つ けて いた の。 ワ ン

ピー ス に したい と 思 って」

「ヴィ ンテー ジ の生 地だ か ら、

もう 余 って ない み た いよ」

「ええ っ、 悔 しい ／ 裏 地 は 何

色にしたの炉」

その臨では別のグループが生地

見 本の 束 を見な が ら、柄 や 手触り、．生 地の ラ ンクを 確認 したり、 次 に

オーダー ずる洋服のイメージを熟

心に話 し合 って い 隠り。 彼 女たち

はセ ミオ ー ダーメ ー ドサロ ン 「サ

ロ ン ・ ド ・ バ ー グ レ ー」 Ｃ東 京 ・

銀座｝ が ２ カ月 に．ユ回 のべ 一 スで

開く講 座 「ウィメ ン ズク．ラ ス」 の

参加 者 たち だ。

講 座 の 内容 は仕 事用メ ー ク のコ

ツや ス キ ンケア の 方法、 ア ロ マ の

効 能、 ア ロ マオイ ル を 使った バ ス

ソル トの作り方な どで参加費は１

回 駒００円ｒ 毎 回、 ｍ人前 後が 築ま

る。２ 時間 ほ どの 講座が 纏 わる と、

用 意 さ れ て い る の が パ ー ティ ー

だ。 飲み 物 やフィ ンガ ーフ ー ドを

っまみ な が らの 交流 会 が始ま るｐ

パ ーテ ィ ーで は 今 シーズ ン仕 立

て た
．ス
ー ツ や ジ ヤ ケ ッ ト、 コ ー ト

を 破露 し 合っ て楽 しむ。 交わさ れ

る 会話 は 睾直 だｐ 例 えば、 仕 立て

上がっ て き たパ ンッ の 丈をも う 少

し短く しようかと迷っている人が

いる。する と、今 の丈 の ほうが「洗

緑され た雰 囲気 じゃ な い？」 な ど

と、 スタ ッ フ顔 負け の ア ドバイ ス

が飛 び交 う。 「同 じサ ロンで オ ー

ダーＬ て いる という こ と は、 フ ァ

ッ ショ ンの 好 みが 近 いｐ だか ら、
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アドバイスも信頼して聞くことが

できる」 と参加者の高橋百含さん

（４２）‘ま 耐 口
この交西会が購買意欲を馴腰す

る。 「生 地 見本 やサ ンプ ル 商品で

は なく、 推 加）
‘作っ て曽 て いるの

を 見る と自 分が 智 たとき のイメ ー

ジカ働 きや すく なる」の だと いう。

も つと も、 話 題はバ ー グ レーが

扱 う 商品の 域 を超 える。 昨 年 末、

催 さ れた４ 回 目 のウィメ ン ズクラ

スは 「カクテルを豪しむ」 がテー

マ。 知り 合 ってま だ半 転 ほ どの参

加 者 たち は次 第 に打ち 解 け、 フ７

ッ シ３．ン だけ でな く互 いの 趣 味に

っ いて も語り 台 う。

こ の 嘱脱 線腫 こ そ が、 ウ イ メ ン

ズ クラ スを 催 す真 の狙 いと い って

も 過 窩で はな い。 パー グ レー を迦

営 する スタイ ルク リエ ー ショ ンズ

〔寅京レ中 央） の 滝沢 滋社長 は「洋

服 を 作って 売 る だけで なく、 アル

コ ー ル や 食、 美、 マ ナ ー な ど、 振
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る舞 いの トータ ルで、 男 性も女 性

も磨 き 合え る場と しての サロ ン」

を目 指 して 創業 した。

顧客貰足の源泉を商品だけで熔

く、 店 の居 心地 に
も 求め るｐ そ の

ため に 服 作りの プロ だ けでな く、

バーや飲食店での動務経験がある

食や接 客 の プロも スタ ッフ と して

迎えて いる。 スタッ フ の コミュ ニ

ケー ショ ン 能力も 重視 する。 店 舗

の定 休 日に、 本社 に λタ ップを 粟

めて開 く 研修会が あるｐ
「お もて

な し向 上プ ログラ ム」 だ。 生 地や

縫製、 フィ ッティ ン ケな ど洋服 に

まっわる 畑訟 織 術的なスキル ア

ップだ けで な く、 立 ち居 振 る鐸 い

や言葉 遣 い、 きめ細 か い気 配り な

ども指 導 する。

「デジタルデータで 顧客を管理

するの で はな く、ス タッフ と 顕 客、

顧 客同士 が お互い を知り、 あそ こ

に行けば新しい自分を発見できた

り、 高め あ える人 と 出会 える、 そ
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う感じてもらえる場にしたい」（滝

沢氏｝ とい う。

バーグレーの開店より１年前の

図 年 にオー プン した、 バ ーを 併 設

した男 性同 けオ ー ダーメ ー ドサ ロ

ン 「サ ローネ オ ン ダータ」 〔更 京

・銀座） でも不定朋だ力 贋巻の会

やシ ョ ー トフィ ルム の会、 朗 読 会

な どを 行って 願客 の コミュ ニ ケ ー

シ 旦ン の場を 設 けて いる。 洋 服の

オ ー ダ ーをする 予 定がな い日 で も

フ ラ ッと サロ ン に立 ち寄っ て スタ

ッ フと 雑談を した り、 オン ダ ータ

の バ ーで 一杯 飲ん だり、 そ こで 会

った常連客同士でま た会話を楽し

ん だり と、 思悪 通 り のサロ ンが 形

成 され つ っある。 客 同士の 交 流が

居心砲 を 一層、 よ く している。

夫婦 連 れやカ ッ プ ルも多 い。 ウ

ィメ ンズ クラス に 参加 して いる 寺

沢幸恵さん 〔３６） は 「夫がオンダ
ー タで ス ーツを 作 って いたが、 骨

格や筋肉のつき方などを見ながら

作 っ て も らっ て い る の を 見 て い

て、 目 分 もほ しく なっ た」 そ う。

夫の寺沢慎祐さん も 「一縮にサロ

ンに 来 る ことで 価 廼観 を共有 で き

る。 コ ミ ニニケ ー ショ ンをと り な

がら買い物が楽しめる数少ない場

所」 と 話 す。

今後は歌算位や落晒などの古典

芸能 を 艦寅 する な ど、 イ ベン トの

企画 の バリ エー シ ョン を広げ た い

という龍沢 臨 この春からは新た

に、 百貨 店 への展 開 も予 定 して い

る 。

（ライ ター 橋本 伊津 美）


